
◇今年度（2022年4月-2023年3月31日の期間）既にJAL健保の補助を利用された方は受診できません。

◇妊娠中の方（妊娠の可能性のある方）はマンモグラフィ検査・子宮頸がん細胞診はご受診できかねます。

◇現在治療中や経過観察中の方は一部受診できない場合がございます。

◇子宮がんのオプションは子宮頸がん細胞診受診者のみ対象となります。当日の問診時に確認の上、追加させていただきます。

◇子宮頸がん検診は男性医師の可能性もございますので、予めご了承ください。
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新千歳空港婦人科検診のご案内
2022年度

検診会場：新千歳空港3階旧W会議室

◆予約が定員に達し次第、お申込み終了となります。キャンセル待ち等の対応はございません。

◆マンモグラフィ検査および子宮頸がん検査＆HPV検査はバスでの実施となります。

①上記URLよりマイページ登録をおこなってください。

②マイページ登録完了のメールが指定アドレスに届きます。

※昨年度、登録を行った方も再度登録が必要となります。

③締め切り（9/19）までに、お申込み画面からご予約ください。

④検診日の1週間前頃に登録頂いた住所へ問診票が届きます。

※住所入力に誤りの無いようにお願い致します。

⑤問診票を持参のうえ、予約日時5分前に会場受付へお越しください。

※定期健康診断やインフルエンザの申込みとは別に、
初期登録し、婦人科検診用のID取得が必要となります。

※受診をキャンセルされる場合は、
健診ヘルプデスク(03-6327-1870)までご連絡ください。
また、当日のキャンセルはお控えいただけますようお願い致します。

https://kenshin-jpm.jp/jal-kenpo-e/top

婦人科検診お申し込み

乳房超音波(エコー) ¥5,300

マンモグラフィ(レントゲン)
※バス検診

¥6,500

子宮頸がん細胞診
※バス検診

他のがんよりも早い年齢で発症するリスクが高い為、20代から検診受診し注意が必要です。

昨年、異常が無い場合でも毎年(年に1回)の受診が望ましいとされております。

子宮頸部より細胞を採取し異変がないか検査をします。

¥6,500

子宮頸がん細胞診+HPV検査
※バス検診

子宮頸がんの元となるHPVウイルスを所持しているか、一緒に検査することができます。

ウイルスを所持していると発がんリスクが高まる為、子宮頸がん細胞診と併用することで発見率が高くなります。
¥11,500

子宮がん

オプション

子宮経膣超音波(エコー)
※子宮頸がん細胞診希望者のみ追加可

経膣超音波により、卵巣腫瘍や子宮筋腫などの発見につなげることができます。 ¥1,500

検査項目 自己負担額(税込)

乳がん検診

日本人の14人に1人が乳がんに罹患しており、日本は先進国の中で死亡率が年々増加しています。

死亡率の高かった他先進国は、国をあげた啓発と、乳腺エコーとマンモグラフィを併用し検診を行うことで、

早期発見により、死亡率を減少させた事例が発表されております。

乳腺の状態によりどちらか片方の検査だけでは、がん組織を判別しづらい可能性がある為、

乳腺エコーとマンモグラフィの併用受診が望ましいとされております。

乳腺エコーは乳腺の発達した乳房を得意とし、マンモグラフィ検査は脂肪の多い乳房に有用です。

上限

￥20,000まで

健保補助
子宮がん検診

2022年10月11日(火) ・ 12日(水) ・ 13日(木)

受付時間：8：30-11：30 / 13：00-14：30

◆お申込み期間◆2022年8月22日(月)11時～9月19日(月)まで

https://kenshin-jpm.jp/jal-kenpo/top
https://kenshin-jpm.jp/jal-kenpo-e/top

